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世界の言語研究所（10）

　　　　　　コレヒオ・デ・メヒコ

　　　　　　　El　Colegio　de　Mexico

Centro　de　Estudios　LingUisticos　y　Literarios

上田博人（東京大学）

贈翻轟 蕊

1．センター一の概要

　El　Colegio　de　M6xicoはメキシコを代表する言語研究機関であるi。メキシコの研究者・学生は

“el　Colegio”と呼んでいるので，以下でも「コレヒオ」と略すことにしよう。コレヒオの創立は1947

年で当初はメキシコシティーの中心部に位置していたビルであったが，現在は市の南部のAjusco

通りに面した広い敷地にある。近代的で斬新な建築物の中に，図書館，書店，研究室，コンピュ

ータセンター，食堂，ホーール，小教室などが配置されている。言語研究以外にも，歴史，祉会学，

アジア・アフリカ研究，国際関係，人口・都市開発研究など多くの活動を展開しているが，ここ

では欝語研究にしぼり，その「言語・文学研究センター（CELL：Centro　de　Estudios　LingUfsticos

y　Literarios）を紹介しよう。

　このセンター名はメキシコに限らずスペイン語圏の多くの国々の伝統的な雷語研究のあり方を

象徴している2。つまり，苫語研究と文学研究が不可分で，ともにFilologia　Espafiola（”Spanish

Philology）の枠内に位置するのである。コレヒオでも研究・教育プログラム（博士課程），研究ス
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タップ，定期刊行物などでの相互乗り入れが盛んである。

　現在の研究・教育期間（1999－2002）には，次の7分郷のプuグラムが進行している。

　　1．スペイン文学・中盤～18世紀Literatura　espafiola　de　la　Edad　Media　al　siglo　XVIII

　　2．ヌエバ・エスパーニャ文学Literatura　novohispana

　　3．現代スペイン語圏文学Literatura　hisp6nica　modema

　　4．伝統的罠衆文学Literatura　tradicional　y　popular

　　5．スペイン語，とくにメキシコのスペイン語Espafiol，　par　icularmente　el　de　M6xico

　　6．メキシコの先住民言語Lenguas　amerindias　mexicanas

　　7．理論・応用言語学Lingifistica　te6rica　y　aplicada

2．スペイン語研究

　私たち日本の研究グループととくに交流があるのが5の「スペイン語研究部門」である。主な

研究活動として最初に挙げなければならないのが，Jua罰M．　Lope　Blanchの「メキシコ雷語地図」

Atlas　lingtz’istico　de　Mtixico（1993）であろう。大型版に示される言語現象の地理的分・布を観察する

と広大な国土の言語的多様性が手に取るようにわかり，それを出発点にしてすでに多くの地域言

語研究の成果がある。

　社会言語学の方法によるバリエーション研究は大都市メキシコシティーを対象にしメキシコの

Yolanda　LastraとスペインのPedro　Martin　Butraguefioが協力している。　Lastraは多くのフィー

ルドワークの成果を発表しているメキシコを代表する社会言語学者である。また先住民言語の記

述も行っている（Lastra　1980，1990）。　Butraguefioはスペインとラテンアメリカ諸国を統合する社会

言語学研究プロジェクトを推進し，スペインのアルカラ大学と連携しながら大規模な社会言語学

コーパスを作成中であり，今後の成果が期待される。

　Luis　Fernand◎Laraは辞書学の理論と実践で活躍し，メキシコのスペイン語のコーパスに基づ

いた記述旧辞＝書を完成した（Lara　1979，1982，1990，1996，1gg7）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　マスメディアと言語（スペイン語）の関係を追究するRa61　AvilaはDIES（D圭fus16n　Intemacio捻al

del　Espafiol　por　Radio，　Televisi6n　y　Preasa）という国際共同研究において，私たち日本のスペイ

ン語研究グループ（Grupo　de　investigaci6n　Vari正ex．　Variaci6n　L6Xica　del　Espafiol　en　el　Mundo

「世界のスペイン語の語彙バリエーション研究会」）と緊密な研究交流を行っている3。

　このように，コレヒオの言語研究の特徴の一つは雷語と社会の聞の関係を重視することにある

と言える。しかし，一方では醤語のシステムの理論的な研究部門もあり，それを代表するMariana

Poolは生成統語論の枠組みに沿ってスペイン語の意味役割や機能範曙の研究を続けている（Poo1

1997）。また，音声学ではEsther　Herreraのメキシコ・スペイン語の母音のバリエーション研究が

ある。

　なお，「研究・教育プログラム」の7．理論・応用欝語学部門にもスペイン語研究部門のスタッ

フが乗り入れている。
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Li鳳9樋stica　te6rica理論謬1語学

　　。Estructura　semAntlca　de　la　oraci6n「文の意味構造」（Joseflna　Garcia　Falaτdo）

　　。　Teorfa　de　｝a　signif呈caci6n　en　una　direcci6n　pragm6t圭ca　y　cognoscit圭va　「言吾用論・認矢ロ意：明ミ

　　　論」　（Luis　Fernando　Lara）

　　。Met5fora　y　formaaci6n　de　conceptes「メタファーと概念形成」（Beatriz　Garza　Cttar6n）

Linghistica　aplieada応用醤語学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　。Espafiol　internaclona｝「国際スペイン語」（Rafi1　Avila）

　　。Diccionario　rRonolingife一力国語辞書」（Gloria　Rulz　de　Bravo＞

　　。Ensefianza　del　espafiol　come　segunda　｝engua　a　nifios　meXicanos「第二雷語としてのメキシコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　の子供たちへのスペイン語教育J（R．Av三la，　Glo舶Ruiz　de　Bravo，　Rebeca　Barriga　V玉llanueva）

　　。Aplicaci6n　de　la　fonologia　en　la　sfntesis　de　voz「音声合成への音韻論の応用」（Esther　Herre・

　　　ra）

　。Ora｝izaci6R　de　nlfios　sordos「聾児童の言語教育」（Oralia　Rodriguez）

　・Banco　de　te㎜inologla　especia薮zada「専門用語バンク1（Marla　Pozzi）

3．『新スペイン文献学誌翻Nueva　Revista　de　Filologia　Hispanica

　コレヒオから年2園発行され，スペイン語学，スペイン・スペイン語圏アメリカ文学，言語理

論，文学理論に関する論文，研究ノート，書評，文献録が掲載される。手元にある最新刊（43巻／

2，2000）にはベネズエラ中央大学のMercedes　Sedahoが「カラカス市および他のスペイン語圏

諸都市で使われる現在分詞の迂言句」（La　pe薮frasis　de　gerundlo　en　Caracas　y　otras　ciudades

hispanohablantes＞とメキシ＝国立自治大学のJos6　G．　Moreno　de　Albaの「『シードの歌sにおけ

る直説法過去」（L◎s　pret6rttos　de　indicativos　en　el　Poema　del　Cid）の論文，そしてアイオワ大学

のGeorge　Demelleの「教養スペイン語における非人称のtkl（“td”impersonal　en　el　habla　culta）

という研究ノートなどがある。

　このようにこの雑誌はコレビオに限らず国際的な拡がりとレベルを示し，スペインの「科学研

究最高審議会」（Consejo　Superior　de　lnvestigaciones　Cientificas）が発行する「スペイン文献学誌」

（Revista　de　Filologia　Espafiola）とコロンビアの「カロ・イ・クエルボ研究所」anstituto　Caro　y　Cuerv（））

が発行する「カm・イ・クエルボ研究所紀要」（Bolet≦n　del　lnstltuto　Caro　y　Cuervo）と並んで評価

の高い文献学の研究誌である4。

　最後にコレビオのホームページを紹介する。
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コレヒオのホームページ　http：／／www．colmexmx／（転載許可済）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

1　Centro　de　Estudios　Ling灘stlcos　y　Liter麟os，　El　Colegle　de　M6Xico，　Doctorado　en　lingtiistica，

　doctorado　en　literatura　hispdnica，　sePtiembre　1　999　一　julio　2002．以下の記述はこのパンフレッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　トと末尾に挙げるホームページ，およびCELLの主任，　RaGl　Avila氏からの情報に基づく。（パン

　フレットの内容とホームページの転載の許可をいただいた同氏に感謝いたします。）

2　コレヒオの所在地：El　Colegio　de　M6xico，　A　C．　Camlno　al　Ajusco　No．20　Col．　Pedregal　de　Santa

Teresa　C．P．10740，　Mexlco　D．F．

3　私たちの関心は世界20力国で使用されるスペイン語の語彙形態のデータベース化・地図

化とその多変量解析であるが，メキシコではMonterrey，　Aguas　Calientes，　Ciudad　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノM6xico，　M蕊daの各都市の調査を進行している。　Avila氏はこのプロジェクトの発足以来

　（1993）の参加者であり，本年度（2001）のアンデス高地のスペイン語調査でも協力している。

　ホームページ：http：／／gamp．c．u－tokyo．ac．jp／～ueda／varllex

4　高垣敏博・上圏博人（2000）「スペイン語圏のスペイン語研究動向」『月刊言語』2000／2月号を参

照されたい。

　　　　　　　　　　Pub茎icac量oResδe垂Co互egio　de　M6xico，　Ling樋sもica

Alatorre，　Antonio　（1989）　Los　1，001　afios　de　la　lengua　espanNola．

Avila，　Ra“1　（1990）　El　habla　de　Tamaxunchale．

Barriga　Villanueva，　Rebeca　y　Josefina　Garc｛a　Fajardo，　（eds．）　（1992）　Reflexiones　lingde’isticas　y　lite－

　　rarias．　1．　Lingtiistica．

Bravo　Ahuja，　Gloria　Ruiz　de．　（1977）　Les　materiales　diddcticos　para　la　ensefianza　del　espafiol　a　los

　　indigenas　mexicanos．
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Daly，　John　y　Margarita　Xolland　de　Daly　（1977）　Mixteco　de　Santa　Maria　Pefioles，　Oaxaca．

Demonte，　Violeta　y　Beatriz　Garza　Cuar6n　（eds．），　（1990）　Estudios　de　lingtiistica　de　Espan－a　bl　Mgxico．

Estrada裏【ern盃ndez，　Za虚na　（1998）P勿2ごzう喉ノ。　deツel）achi，　Cんihuαhua，

Freeze，　Ray　（1990）　El　ma二yo　de．Z：，05（：）af）omos，　Sinaloa，

Garza　Cuar6n，　Beatriz　（1987）　El　espan”ol　hablado　en　la　ciudad　de　Oaxaca，　Mhrico．　Caracterixacitin

　　　　プb繭加ッ砒ゴ。α，

Garza　Cuar6n，　Beatriz　（1978）　La　connotacio’n．　Problemas　del　signt：ficado．

G6mez　de　Silva，　Guido　（1988）　Breve　diccionario　etimo16gico　de　la　lengua　espafiola．

Herrera　7．，endejas，　Esther　（1995）　Palabras，　estratos　y　representaciones．　Temas　de　fonologia　lgxica

　　　　en　xoque．

Hollenbach，　Fernando　y　Elena　E．　de　Hollenbach　（1975）　Trig　ue　de　San　Juan　CoPaba，　Oaxaca．

Jamieson，　Allan　y　E　（1978）　Tej’eda，　Maxateco　de　Chiquihuitldn，　Oaxaca．

Kiliwa，　Mauricio　Mixco　（1996）　XJX．　Rebeca　Moser，　con　la　cola　boracio’n　de　Stephen　Marlett，　Seri

　　　　de　Sonera．

Knudson，　L　（1980）　Zoque　de　Chimalapa，　Oaxaca．

Lara，　Luis　Fernando　（dir．）　（1982）　Diccionario　fundamental　del　espafiol　de　Mgxico．

Lara，　Luis　Fernando　（1976）　El　concepto　de　norma　en　lingtiistica．

Lara，　Luis　Fernando　（1990）　Dimensiones　de　la　lexicografia．　A　prop6sito　del　diccionario　deZ　espafiol

　　　　de　M6xico．

Lara，　Luis　Fernando　（1996）　Diccionario　del　espafiol　usual　en　Mtixico．

Lara，　Luis　Fernando　（1997）　Teoria　del　diccionario　monolingiie．

Lara，　Luis　Femand・e宅al．（1979）1加estigaci・nes　ling・薦伽s　en　l・珈・・grafia．

Lastra，　Yolanda　（1980）　Ndhuatl　de　Acaxochitldn，　Nidalgo．

Lastra，　Yolanda　（1990）　Otomi　de　San　A　ndrgs　Cuexcontitldn，　Estado　de　Mgxico．

Levy，　Paulette　（1983）　Las　completivas　objeto　en　espafiot．　Estudio　distribucional．

Lyon，　Don　D．　（1980）　Mixe　de　Tlahuitoltepec，　Oa　uaca．

Lope　B｝anch，　Juan　M．　（1969）　Ltixico　indigena　en　el　espafiol　de　Mtixico．

Lope　Blanch，　Juan　M．　（dir．）　（1993）　A　tlas　lingtiistico　de　Mgxico，　t．　X一　Y．　’

Lope　Blanch，　Juan　M。（1995）五αoZα5諺。αo娩づθZα50矯。∫o脇．

Miller，　Wick　（1993）　Guari’io　de　Arechayvo，　Chihuahua

Mock，　Caro｝　（1977）　Chocho　de　Santa　Catarina　Ocotldn，　Oaxaca．

Moreno　de　Alba，　Jos6（1995）Lαρroπ㈱磁6娩4θZ御α苑oZθπ福魔ゴoo，

Oralia　Rodriguez　y　Graciela　Murillo　（coed．）　（1985）　Te　voy　a　platicar　de　mi　mundo．　Mecestra　del

　　　　habla　de　nin－os　mexicanos　de　6　a　7　annyos．

Paul磁e　Levy，（1990）7b彦onaco　de　Papantla，　V認・躍驚，

Perissinotto，　Giorgio　Sabino　Antonio　（1975）　Fonologia　del　espafiol　hablado　en　la　Ciudad　de　Mtixico．

　　　　Ensayo　de　un　mtitodo　sociolingtiistico．

Pickett，　Velma　y　Virginia　Embrey　（1974）　Zapoteco　del　lstmo，　Oaxaca．

Pool　Westgaard，　Mariana　（1997）　Estudios　de　Zingtiistica　formal，　hispanoamericana，　or　teoria　lin－
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